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『
ク
ラ
ッ
シ
ー
』
と
タ
イ
ト
ル

が
変
っ
て
、
新
た
な
情
報
紙
へ
の

発
足
。
さ
ら
に
八
女
市
は
立
花
、

黒
木
、
星
野
、
矢
部
の
二
町
二
村

を
合
併
、
広
域
行
政
圏
。
　

空
深
く

伸
び
て
ゆ
く
な
り
凧
の
糸
　
政
子

さ
ん
の
句
を
思
い
だ
し
た
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
糸
を
し
っ
か
り
と
曳
き

つ
け
て
お
く
こ
と
が
肝
心
で
あ
ろ
う
。

▼
一
夜
、
良
寛
さ
ん
の
生
き
方
を

読
む
。
「
天
上
天
下
唯
一
人
」
。

世
に
は
我
、
前
に
も
後
に
も
唯
一
人
、

故
に
我
を
し
て
長
く
淳
真
に
慕
わ

し
む
と
。
天
が
給
え
る
か
け
が
え

の
な
い
一
つ
の
命
。
作
家
佐
藤
愛

子
さ
ん
は
、
欲
無
け
れ
ば
一
切
足
る
、

野
心
、
欲
望
、
損
得
を
超
越
し
て

生
き
る
が
な
に
よ
り
楽
し
い
と
申

さ
れ
る
。
愛
子
さ
ん
は
大
正
十
二

年
生
ま
れ
。
？
歳
で
し
ょ
う
。
▼

昨
今
の
情
報
で
は
、
政
界
、
銭
勘

定
多
々
の
噂
。
21
世
紀
ニ
ッ
ポ
ン

こ
れ
で
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
。
つ

ぎ
に
福
井
県
知
事
西
川
一
誠
氏
の
『
ふ

る
さ
と
の
発
想
―
地
方
の
力
を
活

か
す
―
』
を
読
む
。
「
ふ
る
さ
と

納
税
」
の
提
唱
は
こ
の
知
事
さ
ん
。

福
井
方
式
と
呼
ば
れ
る
「
官
と
民
」

共
同
の
新
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
の

確
立
、
そ
の
実
践
。
血
縁
、
地
縁
、

職
場
の
つ
な
が
り
を
超
え
て
、
共

感
に
よ
っ
て
人
と
人
が
結
び
つ
き

の
共
働
社
会
の
実
現
を
促
す
。
こ

う
し
た
地
域
再
生
の
理
念
、
戦
略
を
、

新
し
い
八
女
広
域
行
政
圏
も
学
び

た
い
も
の
で
あ
る
。
仕
事
や
子
育
て
、

村
や
町
の
こ
と
を
素
直
に
語
り
あ
い
、

お
た
が
い
に
様
子
を
聞
き
と
り
、

美
し
い
夕
焼
け
に
映
え
る
山
脈
を

見
あ
う
よ
う
な
気
持
ち
で
、
そ
れ

が
　
ふ
る
さ
と 

64

空
深
く
伸
び
て
ゆ
く
な
り 

椎 

窓   

猛 

とき：２月２４日（水）　１８：３０開演 

会場：久留米市民会館 

Ｓ席７，０００円を３，５００円。（差額はエリアセンターが負担します）２月９日まで先着順受付です。 

お申し込み、お問い合わせはお近くの西日本新聞エリアセンターへ。 

なんでも人権相談 
　　　　　　　（矢部村中央公民館） 

新八女市誕生 心配ごと相談 
　　　　　　13：30～16：00 
　　　　（八女市社会福祉会館） 

なんでも人権相談 
　　　　　　　　　　　　（星野村役場） 

なんでも人権相談 
　　（八女市社会福祉会館） 
　　（八女市地域福祉センター） 

松尾弁財天縁日（立花町） 

上陽ふるさと市 
道の駅たちばなわくわ 
く誕生祭　　　　　　　　　～７日 

八女市教育の日 
　　　　　　　　　　（八女文化会館） 

くろぎふるさと日曜市 べんがらの日（べんがら村） 
 

心配ごと相談 
　　　　　　13：30～16：00 
　　（八女市地域福祉センター） 

なんでも人権相談 
　（筑後市勤労者家庭支援施設） 
　（立花町町民センター） 
 

無料法律相談（要予約） 
　　　　（八女市社会福祉会館） 
　　　　　　　　　123-0294 

なんでも人権相談 
　　（黒木町地域交流センター） 

上陽ふるさと市 
人生史サークル黄櫨の会 
　　　　　　（八女商工会議所） 

くろぎふるさと日曜市 
ぼんぼりまつり 
　　　　　　　　　～３月22日 
　　　　（八女市福島地区一帯） 

心配ごと相談 
　　　　　　13：30～16：00 
　　　　（八女市社会福祉会館） 

社会保険個別相談会 
10：00～15：00（八女商工会議所） 

なんでも人権相談 
　　　　（広川町はなやぎの里） 

定例法律相談会（要予約） 
　　　　　　10：00～12：00 
（八女商工会議所）122-5161

上陽ふるさと市 
夢たちばな観梅会 
　　　　　　　　　　　～28日 

立花農業まつり　～21日 
　　　　　　（ＪＡ立花選果場） 

くろぎふるさと日曜市 
立花梅林ウォーキング 
　　（吉田ウォーキングクラブ） 

立花町観梅会ウォーク 
　　　　　　　　　　（八女歩こう会） 

心配ごと相談 
　　　　　　13：30～16：00 
　　（八女市地域福祉センター） 

不動産に関する何でも 
相談会　　13：00～15：00 
　　　　　　（八女商工会議所） 
 

無料法律相談（要予約） 
　　（八女市地域福祉センター） 
　　　　　　　　　154-3629 

お風呂の日 
（グリーンピア八女） 
（べんがら村）（三加和温泉） 
（温泉館きらら　星野村） 

上陽ふるさと市 

くろぎふるさと日曜市 
滝の宮不動尊縁日 
　　　　　　　　　　　　　　　（上陽町） 

西日本新聞エリアセンター感謝企画　川中　美幸　コンサート 
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
で
「
と
め
は
ね
っ
！
」

と
い
う
番
組
が
始
ま
り
、
書
道
を
愛
す
る

人
は
目
を
離
せ
ま
せ
ん
。 

　
そ
ん
な
わ
け
で
今
回
は
、
黒
木
町
今
の

宮
園
書
道
教
室
を
紹
介
し
ま
す
。
毎
週
木

曜
日
、
午
後
８
時
〜
10
時
に
大
人
の
部
の

書
道
教
室
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
又
、
５

歳
〜
91
歳
ま
で
の
方
が
日
曜
日
以
外
の
毎

日
お
稽
古
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
大
人

の
部
で
は
毎
年
忘
年
会
、
秋
に
は
お
疲
れ

さ
ん
会
と
称
し
て
お
食
事
会
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
時
は
お
手
製
の
漬
物
や
ら
煮
物
や
ら･･･

並
び
ま
す
。
書
道
だ
け
で
は
な
く
、
お
ば

ち
ゃ
ん
達
の
気
持
ち
の
良
さ
に
魅
か
れ
ま

す
。
「
あ
な
た
も
美
し
い
文
字
を
身
に
つ

け
ま
せ
ん
か
」
の
看
板
が
目
印
で
す
。
一

度
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

1
０
９
４
３
―
４
２
―
０
３
４
５ 

美容室 ＦＬｉＰ 

私の行きつけのお店 

　
私
は
い
つ
も
、
庭
に
咲
い

て
い
る
草
花
や
、
ド
ラ
イ
ブ

に
出
か
け
て
は
見
る
四
季
折
々

の
九
重
の
山
々
、
草
原
の
景

色
を
絵
に
描
け
た
ら
、
ど
ん

な
に
素
晴
ら
し
い
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
中
学
校

以
来
絵
筆
を
持
っ
た
こ
と
も

な
く
、
迷
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
主
人
の
後
押
し
が
あ
り
、

よ
う
や
く
教
室
へ
通
い
だ
し

ま
し
た
。
そ
の
主
人
は
、
私

の
初
期
の
絵
を
数
枚
見
た
だ

け
で
、
こ
の
世
を
去
り
ま
し
た
。 

　
そ
れ
か
ら
八
年
、
そ
れ
な

り
に
作
品
も
増
え
、
私
の
宝

物
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
作
品
は
、
紅
葉
に
は

少
々
早
い
か
も
知
れ
な
い
と
、

思
い
乍
ら
出
か
け
た
九
酔
渓

を
描
い
た
最
新
作
で
す
。
十

一
月
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
緑

も
あ
ざ
や
か
で
自
然
の
見
事

な
山
の
彩
り
に
魅
せ
ら
れ
て

描
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

ゆ
っ
く
り
宝
物
を
増
や
し
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。 

gallery
街かど 

美容室 ＦＬｉＰ（フリップ） 
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杣
の
ふ
る
さ
と
文
化
館 

杣
の
ふ
る
さ
と
文
化
館 

町
日
記 

町
日
記 

八
幡
少
年 

　
野
球
ク
ラ
ブ 

八
幡
少
年 

　
野
球
ク
ラ
ブ 

  

　
こ
の
建
物
は
昭
和
16
年
、

小
学
校
と
し
て
建
築
さ
れ
、

戦
後
は
矢
部
中
学
校
舎
と
な

り
、
平
成
15
年
、
新
校
舎
竣

工
後
は
文
化
財
的
価
値
が
認

め
ら
れ
、
平
成
20
年
４
月
よ

り
「
杣
の
ふ
る
さ
と
文
化
館
」

と
し
て
矢
部
川
源
流
の
「
村
」

の
歴
史
、
文
化
、
民
俗
資
料

を
展
示
、
そ
し
て
イ
ベ
ン
ト

を
催
す
場
に
姿
を
変
え
ま
し

た
。 

　
ま
た
19
回
に
及
ぶ
「
世
界

子
ど
も
愛
樹
祭
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
作
品
も
公
開
。
21
世
紀
に

生
き
る
子
ど
も
た
ち
へ
環
境

緑
化
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。 

開
館
日
　
月
曜
日
〜
金
曜
日
・

９
時
〜
17
時
・
土
、
日
、
祝

日
、
年
末
年
始
は
事
前
連
絡

に
よ
り
開
館
。 

―
お
問
い
合
わ
せ
― 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
世
界
子
ど
も
愛

樹
祭
コ
ン
ク
ー
ル
・
コ
ス
モ

ネ
ッ
ト
事
務
局 

1
０
９
４
３
―
４
７
―
２
０
５
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田島寛子（筑後市） 

八
女
の
宝
物 

楽しい仲間たち楽しい仲間たち楽しい仲間たち

矢部中学校旧校舎 

　
創
部
32
年
の
伝
統
を
誇
る

我
が
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
を

紹
介
し
ま
す
。 

　
キ
ャ
プ
テ
ン
で
エ
ー
ス
の

山
口
奏
生
、
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー

で
チ
ー
ム
一
の
俊
足
、
近
藤

朋
希
、
フ
ァ
ー
ス
ト
で
パ
ン

チ
力
が
自
慢
の
４
番
バ
ッ
タ

ー
内
田
謙
志
郎
、
セ
カ

ン
ド
は
小
柄
だ
が
ガ
ッ

ツ
溢
れ
る
山
田
尚
弥
・

江
崎
舜
・
馬
場
龍
之
介
・

牛
島
潤
也
・
サ
ー
ド
は

名
手
、
平
木
智
樹
、
シ

ョ
ー
ト
は
チ
ー
ム
一
の

ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
馬
場

蒼
太
郎
、
レ
フ
ト
立
野

慶
汰
・
河
野
航
大
・
大

原
幸
大
、
セ
ン
タ
ー
武

藤
章
弘
、
牛
島
陸
斗
、

ラ
イ
ト
田
中
琉
都
・
立

野
雅
弥
・
大
石
和
輝
・

春
口
幸
貴
で
あ
る
。
ク
ラ
ブ

卒
部
生
の
村
方
友
哉
君
が
エ

ー
ス
と
し
て
、
春
夏
の
甲
子

園
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。 

　
二
月
に
毎
年
恒
例
の
卒
部

式
＆
送
る
会
が
あ
り
、
今
期

ま
で
チ
ー
ム
を
支
え
、
数
々

の
思
い
出
と
感
動
を
与
え
て

く
れ
た
、
四
名
の
六
年
生
が

卒
部
を
迎
え
る
。 

　
旅
立
ち
が
あ
れ
ば
当
然
、

出
会
い
も
あ
る
。 

　
さ
あ
、
未
来
の
プ
ロ
野
球

選
手
、
大
リ
ー
ガ
ー
よ
！
八

幡
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
に
集
ま

れ
！
　

保
護
者
代
表
　
近
藤
雅
幸 

　広川町新

代、国道３

号線沿いジ

ョイフル広

川店の隣に

私の行きつ

けのお店が

あります。 

　壁にある黄色に白ぬき「FLiP」の看板が

目印です。３人のスタッフの方がいつもあた

たかい笑顔で迎えてくれますので、私も娘も

気持ち良く店に入る事ができます。店内には

賞状が飾ってあります。店長の木原さんはカ

ットやメイクのコンクール等に出場されてい

て最近は、花嫁のコンクールに出場され全国

でNo.5に入賞されました。サロンでの着付け、

成人式やブライダルのお仕事や貸衣裳なども

されています。木原さんとお話をしていると

いつも「皆さんのキレイのお手伝いをさせて

もらってますから」という言葉には納得させ

られます。帰りには、娘とスタッフの方が手

と手をタッチをして笑顔で見送りをしてくれ

ます。ハンドルを握りながら３歳の娘と「ま

た行きたいね」と私（父親）もいつも行きた

くなるお店です。 

（T.U） 

   

　
冬
の
星
座
を
見
た
く
て
星

の
文
化
館
に
出
か
け
ま
し
た
。 

　
冬
枯
れ
の
野
山
、
清
流
星

野
川
を
眺
め
て
快
適
ド
ラ
イ

ブ
で
す
。
星
野
村
に
入
る
と

左
右
に
見
事
な
石
積
み
の
棚

田
が
見
え
て
き
ま
す
。
池
の

山
前
バ
ス
停
を
右
折
し
て
星

野
川
を
渡
る
と
星
の
ふ
る
さ

と
公
園
で
す
。 

　
こ
の
一
帯
に
は
キ
ャ
ン
プ

場
、
原
爆
の
火
を
燃
や
し
続

け
る
平
和
の
塔
、
茶
の
文
化

館
、
等
の
施
設
が
散
在
し
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
は
後
日
紹

介
し
ま
す
。
針
葉
樹
と
桜
並

木
の
道
路
を
登
り
つ
め
る
と

目
的
の
星
の
文
化
館
で
す
。

入
館
料
５
０
０
円
を
払
っ
て

ま
ず
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
部

屋
へ
、
直
径
５
ｍ
、
ド
ー
ム

型
ス
ク
リ
ー
ン
に
今
夜
の
わ

が
家
の
星
空
が
写
し
出
さ
れ

ま
す
。
冬
の
星
座
を
ゆ
っ
た

り
と
し
た
シ
ー
ト
で
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 

　
そ
の
後
は
ド
ー
ム
型

の
天
文
台
へ
、
階
段
を

登
っ
て
九
州
最
大
級
の

天
体
望
遠
鏡
で
太
陽
と

黒
点
の
観
測
、
昼
間
の

星
も
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ど
の
部
屋
で

も
星
を
愛
す
る
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
お
兄
さ

ん
お
姉
さ
ん
が
丁
寧
に

説
明
し
て
く
れ
ま
す
。 

　
二
人
で
も
、
家
族
連

れ
で
も
楽
し
め
る
八
女
の
宝

だ
と
思
い
ま
し
た
。
高
速
１

０
０
０
円
も
魅
力
で
す
が
ま

ず
は
地
元
の
宝
の
発
見
か
ら

始
め
ま
せ
ん
か
。 
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取るぞ！大型特殊免許（農耕用） 

ハッピーワンポイント英会話 ハッピーワンポイント英会話 ハッピーワンポイント英会話 

楽しいcooking

“Can I have ～, please?” 
― ～をもらえますか？ ― 

　前回の会話では、ハワイ旅行に行く前

のわくわくした気持ちの表現を紹介しま

した。今回は、いよいよ飛行機に乗って

ハワイに向かっている場面です。機内食

のサービスとともに、飲み物は何がよい

かをたずねられました。 

　さぁ、どうしましょう？！　薬を飲むた

めのお水ももらわなくてはなりません。 

Ａ）What would you like to drink? 

　　（飲み物は何になさいますか？） 

Ｂ）Yeah… Can I have wine, please? 

　　（えっと…　ワインをもらえますか？） 

Ａ）OK. Would you like red or white? 

　　（はい。赤と白のどちらがよろしい

　　ですか？） 

Ｂ）White wine, please. 

Can I have a glass of water, too? 

　　（白をお願いします。お水も１杯も

　　らえますか？） 

Ａ）Sure!  Here you go. 

　　（もちろん！　はい、どうぞ） 

Ｂ）Thank you! 

　　（ありがとうございます！） 

 

前回（その１）のフレーズ復習 

　I can't wait !! 

（待ちきれないわ！！） 

ハッピーデイズイングリッシュハウス　大坪エミ 

その
 

2 

ＳＴＯＰ 
飲酒運転 
ＳＴＯＰ 
飲酒運転 

　
本
校
生
徒
は
農
業
機
械
の

授
業
で
、
機
械
の
構
造
を
学

び
、
エ
ン
ジ
ン
の
分
解
組
み

立
て
も
行
い
ま
す
。
機
械
操

作
に
習
熟
し
、
保
守
点
検
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

３
年
生
に
な
る
と
、
普
通
自

動
車
の
免
許
を
取
得
し
た
生

徒
の
中
で
、
希
望
者
は
大
型

特
殊
免
許
（
農
耕
用
）
を
取

っ
て
い
ま
す
。
地
域
農
業
の

担
い
手
と
し
て
期
待
さ
れ
た

り
、
農
機
具
メ
ー
カ
ー
な
ど

の
就
職
先
で
資
格
が
必
要
と

な
る
生
徒
達
で
す
。
毎
年
２

月
〜
３
月
に
か
け
て
集
中
的

に
実
技
講
習
を
行
い
ま
す
。 

　
本
校
北
山
農

場
の
ト
ラ
ク
タ

ー
練
習
場
は
、

筑
後
市
の
免
許

試
験
場
の
協
力

を
得
て
コ
ー
ス

が
設
計
さ
れ
ま

し
た
。
こ
こ
で

練
習
を
繰
り
返

し
、
本
番
に
臨

め
ば
、
バ
ッ
チ

リ
で
す
。 

　
又
、
地
域
の

農
業
経
営
者

は
、
生
産
組
合
の
組
織
化
や

法
人
化
が
進
む
中
、
大
型
の

農
業
機
械
に
乗
る
こ
と
が
多

く
な
り
ま
し
た
。
最
近
で
は

広
川
町
や
柳
川
市
の
農
業
経

営
者
が
北
山
農
場
で
練
習
し
、

大
型
特
殊
免
許
を
取
ら
れ
ま

し
た
。 

　
大
型
特
殊
免
許
の
資
格
を

取
る
た
め
に
、
北
山
農
場
の

ト
ラ
ク
タ
ー
練
習
場
の
使
用

を
希
望
さ
れ
る
団
体
は
本
校

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

八
女
農
み
ら
い
館
２
月
の
開

館
予
定
／
毎
週
火
、
金
曜
日

10
時
30
分
〜
12
時
30
分 

皆
さ
ん
お
出
か
け
下
さ
い
。 

安
全
運
転
に
努
め
ま
す
。 

輝く 
福岡県立八女農業高等学校 

冬将軍からの贈り物ホワイトモンスターです。くじゅう山でも最近めずらしい芸術品です。 ※くろぎ食の文化祭実行委員会発行「出品料理レシピ集」より 

冬
将
軍
の
到
来 

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
の
気
象
予

報
士
が
冬
将
軍
の
到
来
を
告

げ
て
い
ま
し
た
。 

「
大
陸
か
ら
の
冬
将
軍
が
、

日
本
海
と
い
う
露
天
風
呂
に

入
り
に
や
っ
て
く
る
か
ら
で

す
」
な
る
ほ
ど
、
お
も
し
ろ

い
例
え
話
で
あ
る
。 

　
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
私

と
妻
は
犬
と
猫
み
た
い
な
生

活
で
す
。
私
は
雪
が
降
れ
ば

山
駆
け
回
り
、
妻
は
コ
タ
ツ

で
ま
ー
る
く
な
っ
と
り
ま
す
。 

　
さ
て
２
０
１
０
年

は
新
春
寒
波
に
見
舞

わ
れ
ま
し
た
が
、
今

日
も
幸
せ
の
山
頂
を

目
指
し
て
国
道
４
４

２
号
線
を
東
へ
向
か

い
ま
し
た
。 

　
く
じ
ゅ
う
山
の
登

山
口
を
ス
タ
ー
ト
し

て
一
時
間
も
た
つ

と
、
想
像
し
て
い
た

以
上
に
雪
が
深
く
、

膝
丈
の
雪
を
は
ね
の

け
な
が
ら
登
っ
て
行

き
ま
し
た
。
こ
こ
で

ホ
ワ
イ
ト
モ
ン
ス
タ
ー
と
感

動
的
な
御
対
面
と
な
り
ま
し

た
が
、
あ
ま
り
の
寒
さ
に
早
々

の
下
山
と
な
り
ま
し
た
。 

　
冷
え
た
体
を
温
め
て
く
れ

る
の
は
温
泉
で
す
。
黒
川
温

泉
で
疲
れ
を
癒
し
て
帰
ろ
う

か
な
。
こ
こ
で
「
冬
将
軍
が

日
本
一
の
露
天
風
呂
に
入
っ

た
ら
、
大
き
な
音
が
し
そ
う
。

じ
ゃ
ぱ
〜
ん
！
」 

八
女
文
化
連
盟
写
真
部
　

樋
口
清
人 

春菊のお好み焼き 

仁田原晴子 
黒木町本分 

［２人分］ 

春菊 

小麦粉 

水 

山芋 

塩 

サラダ油 

上記材料を適量 

お好み焼きソース 

（マヨネーズ） 

①春菊を２㎝位のぶつ切りにする。 

②ボールに小麦粉、山芋（すったもの）、①の春菊、

　塩（少々）、水を入れよく混ぜ合わせる。 

③フライパンを熱し、サラダ油をしき、②を

　焼く。 

④好みのソース（マヨネーズ）で食べる。 

春菊が嫌いだった夫が好きに 
なった究極のメニューです。 

材　　　料 

作　り　方 

地
域
に
食
育
活
動
を
根
ざ
し
て 

　
八
女
市
食
生
活
改
善
推
進

会
会
員
73
名
は
、
「
私
達
の

健
康
は
私
達
の
手
で
」
を
合

言
葉
に
住
民
の
健
康
増
進
と

食
生
活
改
善
の
た
め
市
の
健

康
づ
く
り
の
サ
ポ
ー
タ
ー
（
推

進
員
）
と
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。 

主
な
活
動
と
し
て 

・
ベ
ビ
ー
ズ
ク
ッ
キ
ン
グ
　

　
（
離
乳
食
教
室
）
で
の
サ

　
ポ
ー
ト 

・
地
産
地
消
推
進
の
た
め
の

　
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ 

・
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る

　
た
め
の
料
理
研
修 

・
保
育
所
学
校
等
へ
の
食
育

　
推
進
活
動 

・
男
性
の
た
め
の
料
理
研
修 

・
地
域
で
の
健
康
・
食
育
啓

　
発
活
動
等
が
あ
り
ま
す
。 

　
幼
児
期
よ
り
高
齢
期
ま
で

の
方
々
に
健
全
な
食
生
活
を

営
ま
れ
る
よ
う
に
と
楽
し
く

頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

　
健
康
の
基
本
は
毎
日
の
食

生
活
で
あ
り
正
し
い
食
習
慣

が
大
切
で
す
。 

　
近
頃
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ

ド
の
図
表
を
ス
ー
パ
ー
・
コ

ン
ビ
ニ
・
レ
ス
ト
ラ
ン
等
で

よ
く
見
か
け
ま
す
。
一
日
に

食
べ
た
料
理
を
「
食
事
バ
ラ

ン
ス
ガ
イ
ド
」
と
見
比
べ
る

こ
と
で
、
一
日
の
食
事
の
過

不
足
が
ひ
と
目
で
チ
ェ
ッ
ク

で
き
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

た
食
事
が
出
来
る
よ
う
に
な

り
肥
満
を
減
ら
し
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
予
防

す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
も
食
の
楽
し
さ

と
大
切
さ
を
仲
間
と
共
に
学

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

食
育
に
関
心
を
お
持
ち
の
方

は
ご
連
絡
下
さ
い
。 

1
０
９
４
３
―
２
２
―
３
４
６
５ 

石
川
文
子 

　
取
り
消
し
に
な
っ
て
つ
ら
か
っ
た

の
は
、
仕
事
を
辞
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
求
人
の
条
件

も
「
要
免
許
」
が
多
く
面
接
す
ら
で

き
な
い
の
が
現
状
で
、
親
に
と
て
も

心
配
を
か
け
て
い
ま
す
。
今
は
運
転
免
許
が
い
か
に
重
要

で
あ
る
か
身
を
も
っ
て
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
免
許
を

取
り
ま
す
が
、
も
う
絶
対
に
飲
酒
運
転
は
し
ま
せ
ん
。 

 

「
遅
す
ぎ
た
反
省
」
　
発
行
／
福
岡
県
警
察
本
部 

交
通
部
運
転
免
許
試
験
課
よ
り
許
可
を
得
て
転
載 

牛島碩哉さん 牛島孝之さん 

感謝！ 
寒い中、早朝ボランティアでのお世話、 

ありがとうございます。 

僕流格言 

〈多くの隣人に愛された子供は、りっぱな人間に成長する〉 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｂｙ　Ｓｅｉ（聖） 

久
住
山
（
１
７
８
７
ｍ
） 

山
登
り
だ
よ
人
生
は
！ 
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　朝４時に家を出、日の出前に佐賀県鹿島の海辺に行きました。漁場

はたくさんのノリ養殖作業が終わっていました。漁師さんはすでに魚

場に網を張り夜が白みかけるのを待って働き始めました。朝焼けが始

まり凪の海が真っ赤に染まったのを待ってシャッターを押しました。

漁師さんの動きが始まりました。凪の海は穏やかで優しく力強いし頼

もしく感じます。　　　　　　　　　　　　　　　八媛会　北島東司郎 

早朝の海 

フォトエッセイ フォトエッセイ 
   A

　
一
年
の
福
運
と
商
売
繁

盛
祈
願
　
平
田
稲
荷
大
明
神

初
午
大
祭 

と
き
／
２
月
１
日
（
月
）
９

時
〜
17
時 

と
こ
ろ
／
八
女
市
西
紺
屋
町

甘
酒
進
呈
、
御
神
酒
、
福
笹
、

富
く
じ
等
縁
起
物
あ
り
。 

連
絡
先
：
西
紺
屋
町
老
人
ク

ラ
ブ
登
喜
和
会
・
岡
本 

1
０
９
４
３
―
２
４
―
５
２
９
１ 

 A

　
挑
戦
！
竹
炭
＆
野
菜
・

果
物
炭
オ
ブ
ジ
ェ
作
り
i n 

グ
リ
ー
ン
パ
ル
日
向
神
峡 

と
き
／ 

１
回
目
　
２
月
14
日
（
日
） 

２
回
目
　
２
月
21
日
（
日
） 

定
員
／
40
名
ほ
ど
（
家
族
で

の
参
加
大
歓
迎
） 

詳
細
は
お
お
に
し
農
業
小
学

校
事
務
局
　
斉
藤 

1
5
０
９
４
３
―
４
５
―
０
５
５
６ 

1
０
９
０
―
３
６
０
７
―
１
２
６
８ 

A

　
ゲ
キ
☆
ヤ
ス
土
日
乗
り

放
題
切
符
（
Ｊ
Ｒ
九
州
全
線
）

九
州
新
幹
線
・
特
急
列
車
の

自
由
席
が
土
日
２
日
間
乗
り

放
題
！
１
０，
０
０
０
円
、

小
学
生
１，
０
０
０
円 

〜
３
月
７
日
ま
で
の
土
日
２

日
間
。
ご
利
用
の
前
日
金
曜

日
ま
で
発
売
。
ご
利
用
当
日

の
発
売
は
行
い
ま
せ
ん
。 

 A

　
ア
ク
バ
ー
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
ス
ク
ー
ル 

ハ
ロ
ー
！
ア
ク
バ
ー
ラ
ク
マ

ン
と
申
し
ま
す
。
（
ア
メ
リ

カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
出
身
）

私
は
黒
木
町
の
小
学
校
と
中

学
校
で
３
年
間
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
し

て
英
語
の
勉
強
の
お
手
伝
い

を
し
ま
し
た
。 

現
在
は
黒
木
町
北
木
屋
で
英

会
話
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。 

幼
児
か
ら
大
人
ま
で
個
人
レ

ッ
ス
ン
、
グ
ル
ー
プ
レ
ッ
ス

ン
ま
で
Ｏ
Ｋ
で
す
。 

1
０
９
４
３
―
４
２
―
１
１
０
６ 

      A

　
感
動
を
再
び
！ 

昨
年
十
二
月
十
一
日
放
映
の

福
岡
発
ド
ラ
マ
ス
ペ
シ
ャ
ル

『
母
さ
ん
へ
』
は
九
州
・
沖

縄
地
区
で
12
・
４
％
の
視
聴

率
を
記
録
し
ま
し
た
。
２
月

11
日
（
木
）
午
後
４
時
45
分

〜
５
時
58
分
、
全
国
放
映
さ

れ
ま
す
。 

見
ら
れ
た
方
は
も
う
一
度
、

見
逃
し
た
方
は
ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
さ
わ
や
か
な
感
動
を
味

わ
っ
て
下
さ
い
。 

 A

　
絵
本
カ
ー
ニ
バ
ル 

と
き
／
２
月
６
日
（
土
）
〜

14
日
（
日
） 

と
こ
ろ
／
八
女
市
立
図
書
館 

※
２
月
７
日
（
日
）
14
時
〜

目
黒
実
氏
講
演
会 

と
こ
ろ
／
八
女
文
化
会
館 

演
題
‥
子
ど
も
の
本
の
森
へ 

 A

　
あ
き
や
ま
た
だ
し
絵
本

ラ
イ
ブ 

と
き
／
２
月
６
日
（
土
）
13

時
30
分
〜 

と
こ
ろ
／
八
女
文
化
会
館 

親
子
で
楽
し
め
る
も
よ
お
し

で
す
。 

    A

　
御
座
敷
梅
林
　
青
輝
園 

入
園
券
を
10
組
20
名
の
方
へ

プ
レ
ゼ
ン
ト 

み
や
ま
市
山
川
町
尾
野 

1
０
９
４
４
―
６
７
―
０
５
２
５ 

古
き
良
き
日
本
の
伝
統
に
酔

い
し
れ
る
ち
ょ
っ
と
ぜ
い
沢

な
花
め
ぐ
り
し
て
み
ま
せ
ん

か
。 

 

　
ご
希
望
の
方
は
ハ
ガ
キ
で

東
兄
弟
印
刷
所
迄 

チ
ケ
ッ
ト
の
発
送
を
も
っ
て

発
表
と
し
ま
す
。
（
応
募
多

数
の
場
合
は
抽
選
） 

応
募
締
め
切
り
２
月
10
日 

    A

　
麺
屋
　
あ
お
い 

１
月
17
日
に
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
し
た

ば
か
り
の
ラ
ー
メ
ン
店
で
す
。 

ラ
ー
メ
ン
、
ギ
ョ
ウ
ザ
、
チ

ャ
ー
ハ
ン
は
『
あ
り
が
と
う
』

を
込
め
た
価
格
で
各
３
９
０

円
。
半
チ
ャ
ー
ハ
ン
＋
ラ
ー

メ
ン
の
セ
ッ
ト
が
５
０
０
円

の
ワ
ン
コ
イ
ン
価
格
！
ご
来

店
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〜
２
月
５
日
ま
で
に
ク
ラ
ッ

シ
ー
を
お
持
ち
い
た
だ
い
た

方
に
限
り
、
手
作
り
杏
仁
豆

腐
を
サ
ー
ビ
ス
！
但
し
、
一

日
限
定
50
個
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

営
業
時
間
／
朝
11
時
〜LA

ST 

八
女
市
蒲
原 

1
０
９
４
３
―
２
４
―
１
１
３
９ 

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト 

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト 

Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ｔ 

行
っ
て
み
よ
う
よ 

こ
の
お
店 

「
ク
ラ
ッ
シ
ー
」
は
毎
月
発
行
し
ま
す
。
紹
介
し
た
い
地
域
の
行

事
や
趣
味
の
サ
ー
ク
ル
、
愉
快
な
仲
間
達
そ
の
他
読
者
を
楽
し
く

さ
せ
、
元
気
づ
け
人
や
社
会
の
お
役
に
立
つ
原
稿
を
募
集
し
ま
す
。 

伊之坂ミキ 

　
観
察
室
か
ら
一
般
病
室
に
移
っ
て

十
日
経
過
、
夢
う
つ
つ
の
中
今
自
分

が
ど
こ
に
い
る
の
か
さ
え
理
解
で
き

な
い
。
点
滴
と
酸
素
マ
ス
ク
で
命
を

つ
な
い
で
い
る
。
こ
の
ま
ま
寝
た
き

り
の
生
活
に
な
る
の
か
、
認
知
症
が

進
む
の
か
不
安
が
胸
を
よ
ぎ
る
。
四

人
部
屋
の
病
室
で
は
三
日
も
す
れ
ば

隣
の
患
者
さ
ん
や
付
き
添
い
の
人
と

話
し
を
す
る
よ
う
に
な
る
。 

　
「
ど
う
あ
ん
な
さ
っ
と
で
す
か
」

に
始
ま
り
「
幾
つ
に
な
ん
な
さ
っ
と

で
す
か
」
「
入
院
し
て
何
日
目
で
す

か
」
と
同
じ
環
境
に
あ
る
者
同
士
、

不
思
議
な
親
近
感
が
出
て
会
話
も
弾

む
。
「
○
○
の
病
気
に
は
○
○
が
良

か
げ
な
で
す
バ
イ
」
と
話
題
も
尽
き

な
い
。
「
救
急
車
で
医
大
の
救
命
セ

ン
タ
ー
へ
運
ば
れ
ま
し
た
」
と
言
う

と
「
あ
た
し
ゃ
八
女
農
の
グ
ラ
ン
ド

か
ら
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
行
き
ま
し
た
」

上
に
は
上
が
あ
る
も
の
で
あ
る
。
「
う

ち
の
親
は
九
十
三
歳
に
な
り
ま
す
」

と
言
っ
た
ら
向
い
の
付
き
添
い
さ
ん

が
「
私
の
親
は
百
歳
、
私
が
八
十
歳

に
な
り
ま
す
」
老
々
介
護
極
ま
れ
り

で
あ
る
。
百
歳
の
お
母
さ
ん
立
派
に

自
分
の
口
で
食
べ
て
お
ら
れ
る
。 

　
「
お
互
い
大
変
で
す
ね
」
と
い
う

よ
り
「
お
二
人
と
も
長
命
で
す
ね
」

と
い
う
の
が
ふ
さ
わ
し
い
。
入
院
患

者
さ
ん
は
回
転
が
早
い
、
み
る
み
る

元
気
に
な
っ
て
退
院
し
て
い
か
れ
る
。

二
十
日
も
す
れ
ば
、
同
室
四
名
の
中

で
一
番
の
古
参
で
あ
る
。
新
入
り
の

患
者
さ
ん
に
同
じ
会
話
を
繰
り
返
す

自
分
が
い
る
。
忙
し
く
駈
け
回
る
看

護
師
さ
ん
に
く
ら
べ
て
病
室
の
時
間

だ
け
は
患
者
さ
ん
に
合
わ
せ
て
ゆ
っ

く
り
と
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
で
過
ぎ
て
ゆ

く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
た
か
お
） 

※
現
在
介
護
に
頑
張
っ
て
い
る
方
、

介
護
の
経
験
を
お
持
ち
の
方
体
験
談

待
っ
て
い
ま
す
。 

老々介護初体験 ２ 

「Mommy!　Mommy!　ぬけたよ！」

とちょうど寝る前に息子、快、が喜

んで言いました。これで３本目の歯

が抜けました。寝る前に必死に抜け

ようとする理由があります。うちに

は歯の妖精がやってきます。「じゃ、

ティシューに包んで、まくらのした

においてね。それとティシューをく

ちにつっこんで、血がまだでているよ」

と言って、寝かせました。次の朝起

きて、30分ぐらいたったら、「ア

ッ！」と思い出し、ベッドルームに

走る快。まくらをめくってみればそ

こに100円玉が置いてありました。

私から何も言わず、そのコインを貯

金箱に入れました。歯のようせいが

うちに初めて訪れた時、1本目の歯

ということで￥500を置いてくれま

した。だけど、普通に100円玉。ア

メリカの歯のようせいがいくら置い

てあげているでしょうかね。自分が

寝る前にそのコインを置き忘れない

のかなぁ（2回目の私）。後16本が

残っています。 
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